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第
二
十
三
代

第
七
十
三
戦
車
連
隊
長

一
等
陸
佐

田 

近 

　 

敬

　
こ
の
度
、
令
和
七
年
三
月
十
七
日
付
で
第
二
十
三
代

連
隊
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
田
近
一
佐
で
す
。

　
関
係
協
力
団
体
並
び
に
連
隊
Ｏ
Ｂ
（
七
三
Ｏ
Ｂ
）
会

の
皆
様
、
そ
し
て
、
全
国
機
甲
科
部
隊
の
皆
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
三
年
が
過

ぎ
、
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
な
ど
に
お
け
る
力
に
よ
る

一
方
的
な
現
状
変
更
や
そ
の
試
み
な
ど
の
様
々
な
種
類

と
烈
度
の
脅
威
や
課
題
が
存
在
し
、
わ
が
国
は
戦
後
最

も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
勝
兜
連
隊
は
、
第
七
師
団

の
基
幹
連
隊
と
し
て
抑
止
力
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、

任
務
の
重
要
性
は
い
さ
さ
か
も
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
私
は
統
率
方
針
を
『
力
の
結
集
と
発
揮
』

要
望
事
項
を
『
常
に
備
え
よ
』
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
力
と
は
、
火
力
・
機
動
力
・
防
護
力
、
そ
れ
に

伴
う
戦
闘
力
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
個
性
・
長

所
に
よ
る
様
々
な
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、「
個
人
の
力
」
を
結
集
し
連
隊
と
し
て

「
組
織
の
力
」
に
繋
げ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。

　
そ
し
て
、
何
時
い
か
な
る
時
も
任
務
に
備
え
、
想
定

外
と
な
ら
ぬ
様
、
日
々
訓
練
を
通
じ
て
精
進
し
、
い
ざ

命
令
が
出
た
ら
任
務
を
果
た
す
こ
と
。
ま
た
、
課
外
や

休
日
に
家
族
や
大
切
な
人
、
仲
間
等
と
過
ご
す
時
間

又
は
自
分
を
磨
く
時
間
な
ど
「
い
ざ
の
時
」
を
意
識
し

て
、
そ
の
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
、
と

い
う
意
味
で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
勝
兜
連
隊
に
対
し
て
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
支
援
及
び
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　『
勝
兜
！
』

着
任
挨
拶

着
任
挨
拶

観閲式　Ｒ７. ３.17観閲式　Ｒ７. ３.17

第２３代　第７３戦車連隊長

１等陸佐　田
た

 近
ぢか

　 敬
けい

統率方針

「力の結集と発揮」「力の結集と発揮」

要望事項

「常に備えよ」「常に備えよ」

７７ ３３ ＯＯ ＢＢ 会会
（（発発 行行 所所））

問問いい合合わわせせ先先

００１１２２３３－－３３２２－－３３１１００１１
内内線線 ５５８８００

第第７７３３戦戦車車連連隊隊 広報班広報班

７７ ３３ ＯＯ ＢＢ 会会
（（発発 行行 所所））

問問いい合合わわせせ先先

００１１２２３３－－３３２２－－３３１１００１１
内内線線 ５５８８００

第第７７３３戦戦車車連連隊隊 広報班広報班

統　率　方　針統　率　方　針
「力の結集と発揮」「力の結集と発揮」

連隊長要望事項連隊長要望事項
「常に備えよ」「常に備えよ」
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札幌支社  新千歳営業所

 佐々木 久美子
 原 田 三 雅

出  

身  

地
　
栃
木
県

前
勤
務
地
　
富
士
学
校
付

趣
　
　
味
　
読
書
、
資
格
取
得

中
隊
長
要
望
事
項
　「
前
向
き
に
」

　

第
二
戦
車
中
隊
長
と
し
て
、「
明
る
く
、楽
し
く
、

前
向
き
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
諸
先
輩
方
が
築
か

れ
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承
・
進
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
来
る
と
き
に
備
え
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る

中
隊
・
隊
員
の
育
成
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出  

身  

地
　
北
海
道
恵
庭
市

前
勤
務
地
　
富
士
学
校
付

趣
　
　
味
　
ド
ラ
イ
ブ

中
隊
長
要
望
事
項
　「
挑
戦
・
尊
敬
」

統
率
方
針
　
　
　
　「
勝
利
の
追
求
」

　

第
一
戦
車
中
隊
長
と
し
て
、
隊
務
を
通
し
て
隊

員
個
々
及
び
中
隊
の
練
度
を
向
上
さ
せ
、
連
隊
の

精
強
化
に
寄
与
す
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
第
二
戦
車
中
隊
長
】

階　
級　

一
等
陸
尉

氏　
名　

室
　
井
　
智
　
行

【
第
一
戦
車
中
隊
長
】

階　
　
級　

一
等
陸
尉

氏　
　
名　

竹
　
田
　
健
　
一

　

連
隊
は
、
令
和
七

年
一
月
十
四
日
か
ら

二
月
十
一
日
ま
で
の

間
、
担
任
隊
区
で
あ

る
苫
小
牧
市
に
お
い

て
、
第
五
十
九
回
と

ま
こ
ま
い
ス
ケ
ー
ト

ま
つ
り
を
支
援
し
ま

し
た
。

　

支
援
間
、
ち
び
っ

子
滑
り
台
一
基
・
と

ま
チ
ョ
ッ
プ
雪
像
一

基
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

製
作
に
あ
た
っ
て

は
、
一
月
の
降
雪
量

が
例
年
よ
り
も
少
な

か
っ
た
た
め
、
作
業

に
遅
れ
を
生
じ
ま
し

た
が
、
一
月
下
旬
の

降
雪
及
び
作
業
隊
の

懸
命
な
努
力
に
よ
り

滑
り
台
及
び
雪
像
を

仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

二
月
八
日
の
開
会

式
で
は
苫
小
牧
市
へ

滑
り
台
と
雪
像
が
引

き
渡
さ
れ
、
製
作
に

あ
た
っ
た
隊
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、
二
月

八
日
・
九
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
来
場
さ
れ
た
約

六
万
人
の
皆
様
が
大

い
に
楽
し
ん
で
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

滑り台製作作業

降雪量に悩まされた雪の運搬

作業隊員
第２戦車中隊
１等陸曹
蓬田　雅樹

作業隊員
第１戦車中隊　
陸  士  長
大野りんこ

作業隊員
本部管理中隊
１等陸曹
江川　祐紀

作業隊長
本部管理中隊
施設小隊長
２等陸尉
樋笠　誠智

作業隊員
第７施設大隊
３等陸曹
西　　哲矢

作業隊員
第４戦車中隊
２等陸曹
中平　　満

作業隊員
第３戦車中隊
３等陸曹
萬﨑　唯人

表彰される作業隊員（開会式）

ご当地ゆるキャラとまチョップ

多くの方が楽しんだ大盛況のちびっ子滑り台

掲
載
内
容
一
覧

掲
載
内
容
一
覧

連
隊
長
の
紹
介

主
要
勤
務
者
紹
介

沿　

革

連
隊
歌

主
要
訓
練
風
景
・
行
事

編　

成

主
要
装
備
品

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

広
報
誌
「
勝
兜
」

隊
区
行
事

部
隊
研
修

広
報
写
真
館

連
隊
カ
レ
ン
ダ
ー

隊
員
の
活
躍

南
恵
庭
駐
屯
地
へ
の
ア
ク
セ
ス

七
三
Ｏ
Ｂ
会

▶
現
在
の
中
隊
長

◀FOC時代の
　中隊長

▶
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

連
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に

更
新
し
ま
し
た
。

　

第
七
十
三
戦
車
連
隊
の
活
動
や

隊
員
の
活
躍
、
地
域
活
動
等
幅
広

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

是
非
、
御
覧
下
さ
い
。

大盛況の大盛況の
スケートスケート
まつりまつり

 

表
彰
さ
れ
た

　
　 

優
秀
隊
員

第 73戦車連隊

新
着
任
中
隊
長
の
紹
介

新
着
任
中
隊
長
の
紹
介

第
五
十
九
回
と
ま
こ
ま
い
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
支
援

第
五
十
九
回
と
ま
こ
ま
い
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
支
援

Ｈ
Ｐ
の
紹
介
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日替弁当400円

日替弁当500円

日替弁当400円

日替弁当500円

公式LINEお友達募集中

中隊直轄要員訓練

ＲＣＶ射撃（第２射場）

縮尺射撃（射撃訓練）

射撃を統制する訓練統裁部

　

連
隊
は
令
和
七
年
四
月
七
日
か
ら

十
一
日
ま
で
の
間
、
北
大
演
恵
庭
千

歳
地
区
に
お
い
て
令
和
七
年
度
第
一

次
連
隊
集
中
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

訓
練
間
、
演
習
場
に
宿
営
し
つ
つ

戦
車
の
単
車
訓
練
、
射
撃
訓
練
、
夜

間
行
進
訓
練
、
斥
候
偵
察
訓
練
等
を

実
施
し
て
、
各
職
種
毎
、
各
種
行
動

に
係
る
練
度
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。

　

新
年
度
を
迎
え
転
入
者
及
び
新
隊

員
を
含
め
た
新
編
成
に
よ
り
更
な
る

精
強
化
を
図
る
た
め
、
令
和
七
年
度

の
勝
兜
連
隊
は
田
近
連
隊
長
統
率
方

針
「
力
の
結
集
と
発
揮
」
の
下
、
要

望
事
項
「
常
に
備
え
よ
」
を
具
現
化

す
べ
く
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

勝
兜
連
隊
始
動
！

勝
兜
連
隊
始
動
！

　

連
隊
は
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら

三
日
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場

第
一
戦
車
射
場
及
び
第
二
戦
車
射
場

に
お
い
て
、
戦
車
・
偵
察
警
戒
車
の

射
撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
射
撃
訓
練
間
、
砲
手
検

定
、
小
隊
間
の
連
携
等
を
演
練
し
、

練
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
際
今
年
度
新
た
に
補
職
さ
れ

た
各
乗
員
（
小
隊
長
・
戦
車
長
・
砲

手
・
操
縦
手
）
の
慣
熟
に
努
め
ま
し

た
。

　

連
隊
は
昨
年
度
の
師
団
戦
車
射

撃
競
技
会
に
引
き
続
き
令
和
七
年

度
方
面
隊
戦
車
射
撃
競
技
会
に
お
い

て
も
「
優
勝
」
の
成
果
を
獲
得
す
べ

く
日
々
練
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。 年

度
初
め
の
射
撃
訓
練
始
ま
る

年
度
初
め
の
射
撃
訓
練
始
ま
る

負傷した隊員の救護処置（野外衛生訓練）

弾薬積載

砂盤による戦闘指導（小隊訓練）

指揮をする新小隊長

障害処理訓練

小隊訓練に臨む戦車乗員（１中隊　永井単車）

漢飯！（野外炊事）

（第１戦車射場）

標的を確認する監的長 弾薬を点検する勤務員

令
和
七
年
度
連
隊
集
中
訓
練

戦
車
・
Ｒ
Ｃ
Ｖ
射
撃
訓
練
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単車指揮をする小隊長単車指揮をする小隊長

射撃練度の向上射撃練度の向上

射撃訓練射撃訓練

課外は団結の強化課外は団結の強化

集中訓練（野営にて結束力を強化）集中訓練（野営にて結束力を強化）
　

三
月
の
定
期
異
動
等
に
伴
い
、
小
隊
長
を

は
じ
め
多
く
の
隊
員
を
見
送
り
、
そ
し
て
多

く
の
隊
員
を
新
た
に
迎
え
入
れ
、
今
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

中
隊
は
新
た
な
業
務
計
画
に
基
づ
き
、
状

況
の
変
化
に
即
応
し
任
務
完
遂
で
き
る
中
隊

に
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
地
道
な
努
力
に
よ

り
練
度
を
積
上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
に
必
要

な
準
備
を
万
全
に
し
、
結
束
力
を
高
め
、
相

互
に
支
え
合
い
、
連
隊
の
任
務
完
遂
に
寄
与

す
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
の
第
一
週
に
苫
小
牧
市
で
行

う
自
衛
隊
装
備
品
展
示
及
び
隊
員
募
集
活
動

に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
隊
員
の

新
た
な
姿
も
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
い
い
機

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
隊
員
家
族
を
含
め
皆

様
の
御
支
援
と
御
協
力
の
も
と
に
任
務
に
邁

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

早
春
の
頃
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
隊
は
、
三
月
の
定
期
異
動
で
、
中
隊
長

竹
田
一
尉
を
は
じ
め
川
部
曹
長
、
清
水
二
曹

の
新
し
い
戦
力
の
加
入
に
よ
り
、
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
入
り
前
年
度
の
結
果
を
踏
ま

え
、
各
人
が
練
度
向
上
し
任
務
完
遂
で
き
る

よ
う
日
々
、
精
進
し
中
隊
・
連
隊
の
精
強
化

に
励
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
実
施
さ
れ
る
方
面
隊
戦
車

射
撃
競
技
会
に
向
け
、
中
隊
優
勝
を
目
標
に

中
隊
一
丸
と
な
り
連
隊
優
勝
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、
中
隊
長
統
率
方
針
で
あ
る
「
勝
利

の
追
求
」
を
胸
に
全
隊
員
が
、
努
力
を
惜
し

ま
ず
訓
練
等
に
励
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
第
二
戦
車
中
隊
は
、
一
月
、
新
戦

力
に
西
川
幹
侯
が
着
隊
し
、
二
月
、
戦
闘
団

検
閲
に
お
い
て
は
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
、

任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。　

　

三
月
の
定
期
異
動
に
伴
い
、
新
中
隊
長
室

井
一
尉
と
平
間
一
曹
を
迎
え
、
四
月
初
旬
か

ら
戦
車
射
撃
訓
練
、
集
中
訓
練
に
参
加
、
各

人
の
技
能
を
向
上
し
、
特
に
、
市
川
三
曹
、

小
林
三
曹
は
、
卓
越
し
た
射
撃
を
見
せ
、
嶝

二
曹
、
田
中
士
長
、
望
月
士
長
、
野
越
一
士

が
特
技
検
定
に
合
格
し
、
戦
車
乗
員
と
し
て

飛
躍
し
ま
し
た
。

　

集
大
成
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｅ
訓
練
で
は
、
困

難
な
状
況
下
で
も
任
務
を
継
続
し
、
様
々
な

教
訓
を
得
ま
し
た
。

　

中
隊
は
、
今
後
も
精
強
化
に
向
け
邁
進
し

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

恵
庭
岳
の
雪
も
溶
け
は
じ
め
、
春
の
気
配

も
整
い
心
浮
き
立
つ
今
日
こ
の
頃
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

第
三
戦
車
中
隊
は
、
三
月
の
定
期
異
動
に

よ
り
、
阿
知
良
幹
部
候
補
生
、
佐
々
木
准
尉

の
二
名
が
、
新
た
な
戦
力
と
し
て
加
わ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
新
年
度
に
入
り
、
連
隊
集
中
訓
練

に
お
い
て
は
、
単
車
訓
練
、
縮
射
射
撃
及
び

野
外
炊
事
を
実
施
し
て
、
乗
員
相
互
の
協
同

動
作
及
び
中
隊
本
部
の
野
外
炊
事
能
力
の
練

度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
夜
宴
で
は
、

連
隊
長
を
囲
み
中
隊
の
団
結
を
強
化
さ
せ
、

よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、方
面
隊
戦
車
射
撃
競
技
会
「
完

全
優
勝
」
を
中
隊
最
大
の
目
標
と
し
て
、
中

隊
一
丸
で
各
種
訓
練
等
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
達
成
を
実
現
す
る

た
め
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
。

　

中
隊
は
一
月
に
配
置
さ
れ
た
幹
部
候
補
生

二
名
が
三
月
か
ら
幹
部
候
補
生
学
校
に
教
育

入
校
し
、
小
隊
長
と
し
て
の
万
日
の
稽
古
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

年
度
当
初
の
連
隊
集
中
訓
練
に
お
い
て

は
、
単
車
訓
練
及
び
小
隊
訓
練
で
、
新
た
に

戦
車
長
の
職
に
つ
い
た
隊
員
は
先
輩
の
単
車

指
揮
か
ら
学
び
能
力
を
確
実
に
向
上
さ
せ
、

砲
手
は
自
ら
の
射
撃
術
に
、
操
縦
手
は
車
長

の
指
揮
の
基
で
の
戦
闘
操
縦
に
と
、
そ
れ
ぞ

れ
磨
き
を
か
け
て
、
中
隊
長
要
望
事
項
「
錬

磨
・
団
結
」
を
中
隊
の
一
人
一
人
が
実
践
し
、

連
隊
長
要
望
事
項
「
常
に
備
え
よ
」
を
具
現

す
る
こ
と
を
目
標
に
今
年
度
も
全
車
快
走
、

訓
練
事
故
皆
無
で
連
隊
の
任
務
達
成
に
邁
進

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
部
班
は
各
種
訓
練
に
お
い
て
、

指
揮
所
の
開
設
、
情
報
収
集
、
先
行
班
の
行

動
を
演
練
し
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
培
っ
た

知
識
や
経
験
を
後
輩
隊
員
が
確
実
に
継
承
し

て
い
る
こ
と
を
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
第
四
戦
車
中
隊
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ATCE訓練（R7.4.12） 中隊長紹介行事（R7.3.17）

砂盤による戦闘指導

炊事能力も向上！

操縦訓練の様子

本
部
管
理
中
隊

本
部
管
理
中
隊

第
一
戦
車
中
隊

第
一
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

中　隊　だ　よ　り
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Ｏ
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Ｏ
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本
部
管
理
中
隊

　

陸
曹
長　
　

笹
　
木
　
浩
　
昭

�

令
和
七
年
二
月
二
十
三
日
付

第
四
戦
車
中
隊

　

陸
曹
長　
　

鈴
　
木
　
秀
　
和

�

令
和
七
年
三
月
六
日
付

第
三
戦
車
中
隊

　

陸
曹
長　
　

樋
　
口
　
智
　
幸

�

令
和
七
年
二
月
七
日
付

本
部
管
理
中
隊

　

三
等
陸
尉　

渡
　
邊
　
洋
　
一

�

令
和
七
年
四
月
十
八
日
付

第
三
戦
車
中
隊

　

陸
曹
長　
　

對
　
馬
　
康
　
行

�

令
和
七
年
二
月
九
日
付

連
隊
本
部

   

二
等
陸
尉　

矢
　
野
　
雄
　
己

　
　

  　
　
　

 

礒
　
江
　
梨
　
花
さ
ん

　
　

   

令
和
七
年
四
月
二
十
九
日

人
　
事
　
往
　
来

祝祝 

　
定
　
年
　
退
　
官
　
者

昇
　
任
　
者

三
等
陸
尉
へ

　
　
　

一　

中　

中　

村　

駿　

冶

　
　
　

二　

中　

西　

川　

創　

士

　
　
　

三　

中　

若　

林　

勇　

佑

　
　
　

四　

中　

大
久
保　
　
　

匠

　
　
　

同　
　
　

㠀　
田　

尚　

弥

　
　

令
和
七
年
三
月
十
五
日
付

陸
曹
長
へ

　
　
　

一　

中　

川　

部　

瑞　

希

　
　
　

三　

中　

阿
知
良　

藤　

馬

陸
士
長
へ

　
　
　

一　

中　

川　

村　
　
　

愁

　
　
　

二　

中　

田　

中　

流　

輝

　
　
　

同　
　
　

望　

月　

雄　

斗

　
　
　

三　

中　

花　

田　

温　

香

　
　
　

同　
　
　

猿　

田　

竜　

児

　
　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
付

転
　
出
　
者

陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・

訓
練
部（
付
）へ

　
　
　
　

一
佐　

山　

下　

義　

弘　
　
　

教
育
訓
練
研
究
本
部（
付
）へ

　
　
　
　

三
佐　

福　

本　

達　

也

富
士
学
校（
付
）へ

　
　
　
　

三
佐　

松　

田　

康　

秀

第
十
五
即
応
機
動
連
隊
へ

　
　
　
　

二
尉　

米　

澤　

陽　

花

水
陸
機
動
団
戦
闘
上
陸
大
隊
へ

　
　
　
　

二
尉　

岡　

澤　
　
　

誠

第
七
施
設
大
隊
へ

　
　
　
　

二
尉　

樋　

笠　

誠　

智

　
　
　
　

二
曹　

加　

藤　

隆　

志

第
七
師
団
司
令
部
付
隊
へ

　
　
　
　

二
尉　

早　

川　

悠　

孝

　
　
　
　

一
曹　

川　

合　

弘　

将

　
　
　
　

三
曹　

田
奈
田　

晃　

司

北
部
方
面
総
監
部
付
隊
へ

　
　
　
　

一
曹　

渡　

部　

雄　

也

富
士
学
校
へ

　
　
　
　

三
曹　

可　

児　

雅　

樹

　
　

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

自
衛
隊
福
岡
病
院
へ

　
　
　
　

三
曹　

竹　

下　

浩　

太

　

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
付

自
衛
隊
中
央
病
院
へ

　
　
　
　

士
長　

小　

菅　

結　

釈

　
　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
付

部 

内 

異 

動

連
隊
本
部
へ

　
　
　
　

二
尉　

矢　

野　

雄　

己

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　
　

二
尉　

小　

林　
　
　

渚

　
　
　
　

曹
長　

大　

澤　

哲　

矢

　
　
　
　

一
曹　

鈴　

木　

剛　

臣

　
　
　
　

三
曹　

佐　

野　
　
　

壮

第
三
戦
車
中
隊
へ

　
　
　
　

准
尉　

佐
々
木　

正　

太

　
　
　
　

二
曹　

阿
知
良　

藤　

馬

　
　

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

転
　
入
　
者

自
衛
隊
福
岡
病
院
か
ら

　
　
　
　

三
曹　

川　

﨑　

雄　

揮

　
　
　

令
和
七
年
三
月
七
日
付

東
北
方
面
総
監
部
防
衛
部
訓
練
課
か
ら

　
　
　
　

一
佐　

田　

近　
　
　

敬

富
士
学
校（
付
）か
ら

　
　
　
　

一
尉　

竹　

田　

健　

一

　
　
　
　

同　
　

室　

井　

智　

行

第
七
施
設
大
隊
か
ら

　
　
　
　

三
尉　

大　

崎　

晴　

志

　
　
　
　

三
曹　

澤　

田　

直　

人

機
甲
教
導
連
隊
か
ら

　
　
　
　

一
曹　

平　

間　

和　

人

第
九
偵
察
戦
闘
大
隊
か
ら

　
　
　
　

二
曹　

佐　

賀　

一　

将

第
一
偵
察
戦
闘
大
隊
か
ら

　
　
　
　

二
曹　

清　

水　

証　

皓

　
　
　
　

三
曹　

本　

間　

達　

己

第
一
高
射
特
科
群
か
ら

　
　
　
　

三
曹　

川　

部　

瑞　

希

　
　

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

除
　
　
　
隊

第
二
戦
車
中
隊

　
　
　

陸
士
長　

鴨　

田　

日　

和

第
四
戦
車
中
隊

　
　
　

陸
士
長　

染　

谷　

旭　

飛

　

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
付

表
彰
受
賞
者

【
師
団
長
表
彰
】

第
三
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］

　

連
本　

一
佐　

山　

下　

義　

弘

　

一
中　

三
佐　

福　

本　

達　

也

　

二
中　

同　
　

松　

田　

康　

秀

　
　

令
和
七
年
三
月
十
二
日
付

【
連
隊
長
表
彰
】

第
四
級
賞
詞 

［
職
務
遂
行
］

　

三
中　

一
尉　

井　

澤　

隆　

一

　

連
本　

二
尉　

池　

田　

真　

史

　

本
中　

同　
　

早　

川　

悠　

孝

　

同　
　

同　
　

樋　

笠　

誠　

智

　

一
中　

同　
　

米　

澤　

陽　

花

　

三
中　

同　
　

岡　

澤　
　
　

誠

　

四
中　

同　
　

矢　

野　

雄　

己

　

二
中　

三
尉　

星　
　
　

尚　

輝

　

三
中　

同　
　

安　

藤　

優　

汰

　

二
中　

一
曹　

上
ミ
地　

佳　

伸

　

一
中　

同　
　

田　

中　

大　

介

　

三
中　

同　
　

菅　

原　

章　

大

　

本
中　

二
曹　

鎌　

田　

智　

成

　

同　
　

同　
　

三　

上　
　
　

諒

　

同　
　

同　
　

松　

尾　

久
瑠
美

　

三
中　

同　
　

野
々
瀬　
　
　

剛

　

四
中　

同　
　

阿
知
良　

藤　

馬

第
四
級
賞
詞 

［
業
務
改
善
］

　

一
中　

一
曹　

川　

合　

弘　

将

第
四
級
賞
詞 

［
車
両
無
事
故
走
行
］

　

二
中　

一
曹　

福　

田　

隆　

志

　

本
中　

二
曹　

伊　

藤　

大　

介

第
五
級
賞
詞 

［
業
務
改
善
］

　

本
中　

准
尉　

佐
々
木　

正　

太

　

同　
　

二
曹　

阿　

部　

翔　

太

　
　
　

令
和
七
年
三
月
十
一
日
付

誕

　生

第
二
戦
車
中
隊

　
　

三
等
陸
曹　

竹　

田　

将　

也

　
　
　
　

三
女　

 

な
な
み　

ち
ゃ
ん

　
　
　

令
和
七
年
一
月
二
十
三
日

連
隊
本
部

　
　

一
等
陸
尉　

洞　

口　

哲　

平

　
　
　
　

長
女　

 

果　

穂　

ち
ゃ
ん

　
　

  

令
和
七
年
一
月
二
十
九
日

連
隊
本
部

　
　

二
等
陸
尉　

池　

田　

真　

史

　
　
　
　

長
女　

 

朱　

寿　

ち
ゃ
ん

　
　
　

  

令
和
七
年
三
月
十
七
日

　

私
は
、
一
般
社
団
法
人
苫
小
牧
青
年
会
議
所
第
七
十
三
代
理
事
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
角
大
祐
と
申
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
家
防
衛
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
の
使
命
や
活
動
の
理
解
促
進
に
努
め
、
国
民

の
皆
様
と
の
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

苫
小
牧
青
年
会
議
所

　

理
事
長　

角
　
　
大
祐 

さ
ん

結

　婚

令
和
七
年
度
　
師
団
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
紹
介
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自衛隊OB
　  積極採用中!

代
表
取
締
役 

熊
谷 

優
範

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

　
　 

生
徒
第
　
期
で
す
。
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不動産の事…お気軽にご相談下さい。

宅地建物取引業者　北海道知事　石狩⑴第7849号
賃貸住宅管理業者　国土交通大臣⑴第1797号

〒060－0061　札幌市中央区南1条西16丁目1番地279
リベルティ大通

TEL 011－632－7155　FAX 011－632－7889

株式会社

代表取締役　南　里　和　宏

洋 風

居 酒 屋　と　も
店　長　伊　藤　具　広

〒061-1373　北海道恵庭市恵み野西２丁目２番６
（JR 恵み野駅前）

TEL/FAX（0123）３７－５１０１
携  帯 ０９０－６９９１－０２７６

　

私
の
趣
味
の
一
つ
に
バ
イ
ク
に
よ
る
ソ
ロ
ツ
ー
リ
ン
グ
が

有
り
ま
す
。
今
回
ラ
イ
ダ
ー
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
北
海
道
に

異
動
で
き
た
こ
と
に
勝
手
に
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
春
季
休
暇
を
利
用
し
て
実
家
か
ら
バ
イ
ク
を
持
っ

て
き
ま
し
た
。
私
の
実
家
は
岡
山
県
で
南
恵
庭
駐
屯
地
ま
で

は
直
線
距
離
で
一
一
〇
〇
㎞
有
り
ま
す
。
実
家
か
ら
舞
鶴
ま

で
は
三
〇
〇
㎞
、
そ
こ
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
二
十
一
時
間
か

か
り
、
小
樽
か
ら
約
七
〇
㎞
有
り
ま
す
。
教
育
入
校
期
間
中
は
教
育
終
了
ま
で
二
年
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
整
備
し
、
事
故
・
違
反
を
犯
さ
な
い
よ
う
安
全
運
転

に
心
掛
け
て
駐
屯
地
を
目
指
し
ま

す
。
せ
っ
か
く
北
海
道
で
勤
務
す
る

の
で
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
を
通
り
最
北

端
の
宗
谷
岬
に
絶
対
に
行
き
た
い
で

す
。

　

白
い
道
、
青
い
池
、
天
に
続
く
道

な
ど
有
名
な
場
所
を
巡
り
大
自
然
を

全
身
で
感
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
公
私
と
も
に
充
実
し
た
北
海
道

勤
務
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

私
の
趣
味
は
釣
り
で
す
。
陸
か
ら
の
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
や
船
に
乗
っ
て
行
う
オ
フ
シ
ョ
ア
ジ
ギ
ン
グ
な
ど
様
々
な

釣
り
が
好
き
で
す
が
、
釣
行
回
数
や
釣
り
具
の
数
に
比
し
て

釣
っ
た
魚
の
数
が
比
例
し
て
い
る
か
と
聞
か
れ
る
と
、
そ
れ

だ
け
は
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

職
場
の
人
達
は
、
私
が
た
だ
た
だ
「
家
と
釣
り
場
を
往
復

し
て
い

る
だ
け
の
人
」
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
る
の
が
悔
し
い
限
り
で
す
。

　

な
の
で
、
い
つ
か
み
ん
な
が
食
べ
き

れ
な
い
程
の
魚
を
釣
っ
て
き
て
、
職
場

の
人
達
を
「
ぎ
ゃ
ふ
ん
！
」
と
言
わ
せ

る
こ
と
を
夢
見
て
、
家
と
釣
り
場
の
往

復
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私私
のの

趣
味
趣
味

❖ 「
魚
　
釣
　
り
」

�

連
隊
本
部
　
一
等
陸
尉
　
洞
　
口
　
哲
　
平

❖ 「
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
」

�

本
部
管
理
中
隊
　
三
等
陸
曹
　
川
　
﨑
　
雄
　
揮

〈〈〈〈〈  

七
三
Ｏ
Ｂ
会  

〉〉〉〉〉

勝兜連隊！新たなる飛躍へ勝兜連隊！新たなる飛躍へ
73戦連　戦車射撃で訓練始め

連隊長の射撃で始まり行進、第１戦車射場で第２代中村連隊長の訓示
連隊が昭和56年３月に誕生してから初めての訓練始めが昭和57年１月６日に行われました。

陸上自衛隊唯一の戦車部隊が群馬県新町駐屯地で編成され、南恵庭駐屯地に移駐そして北恵庭駐屯地に移駐し、
昭和31年１月、第１特車群が編成され第73戦車連隊の前々身である第104特車大隊が誕生しました。
昭和49年８月、第３戦車群（第１戦車団）が編成されました。
そして昭和56年３月、第１戦車団が廃止、第７師団の改編により第73戦車連隊が誕生しました。

「釣れない幹部って
　言った奴出てこい！」

← タンクタワー

中村連隊長


